
  

子供の貧困・シングルペアレンツ問題 

 

取りまとめ 
 

・子供の貧困・シングルペアレンツに関する問題は、困難な状態となるきっかけやプロ

セス、また、子供の未来に関わることとして捉えれば、全ての人に関わる政策課題とし

て位置付けるべきである。 

・今日までの子供の貧困対策、シングルペアレンツに対する支援に係る関係府省等

の取組は、一定の成果があるものとして評価できるが、まだ多くの課題がある。 

・その上で、今後、更に、必要な支援を必要な人に十分に行き渡らせるためには、ま

ず、支援を必要とする人の立場に立って、これを起点とした支援策の「ワンストップ化」

を実現し、素早く有効な支援を届ける必要がある。そのために、デジタル・データの活

用に加え、役所や学校などの現場で直接支援に携わる人（スクールソーシャルワーカ

ーなどの支援員や NPO 法人等）を効果的に活用することが必要である。 

・また、自分が支援対象であることに無自覚な人、潜在的に支援を必要とする人、そ

の予備軍に対して積極的にアプローチするためにも、「プッシュ型」の支援を可能とす

る必要がある。 

・今後、国は、「ワンストップ化」や「プッシュ型」の支援を実現するために、デジタル・デ

ータの特性を活かしたデータ・ベースに関わる共通インフラを主導して構築することを

検討すべきである。その際には、これまでの子供の貧困対策・シングルペアレンツに対



  

する支援の取組を通じて得た知見を活かし、目指すべき枠組みやアウトカムを明確化

すること。また、構築した共通インフラは、将来のモニタリングにも活用するほか、各地

方公共団体において工夫することが可能となるような仕組みとするよう留意すること。

また、それぞれの現場における支援を担う人的資源の拡充や雇用の安定化（職員の

キャリアアップへの配慮や NPO 等の積極的活用を含む。）のための施策を進めていく

必要もある。 

・こうした「ワンストップ化」や「プッシュ型」の支援を実現するため、具体的には、支援を

必要とする人の便益（教育効果を含む。）となることを第一として、各地方公共団体に

おける福祉部局と教育部局の連携強化・一体的体制の構築、個人情報保護条例の

改正や運用の見直し等により、情報の一元化や連携を可能とし、支援を必要とする人

及びその予備軍の状況を適時・的確に把握することを進めることが重要である。さらに、

支援へのアプローチを容易とするために、手続面での課題の整理、簡略化も必要であ

る。 

・また、国においては、子供に対する直接支援や学校外教育クーポンの制度化などの

提案を踏まえ、貧困の連鎖を断ち切る教育を実現するための学習支援のさらなる充

実に向けた検討を行うべきである。 

・地方公共団体による優れた先行事例が存在する一方で、団体による取組状況に違

いがあることに鑑み、すでに実施している施策をさらに加速し、こうした問題を解消する

ためにも、国が必要な権限と資源を確保しつつ、力強いリーダーシップを発揮して、各



  

地方公共団体の具体的な動きにつながる施策を推進することが必要である。 

 

 

  


